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書
評

島
村
一
平 

著

『
増
殖
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
―
―
モ
ン
ゴ
ル
・

ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
』

（
春
風
社
、
二
〇
一
二
年
）

山
田
孝
子
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

社
会
主
義
体
制
崩
壊
後
の
シ
ベ
リ
ア
を
は
じ
め
と
し
、
中
央
ア
ジ

ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ロ
シ
ア
な
ど
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
各
地
に
お
け

る
社
会
・
文
化
動
態
は
人
文
学
・
社
会
科
学
の
関
心
を
集
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
長
年
の
社
会
主
義
体
制
下
で
の
反
宗

教
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
怒
濤
の
ご
と
く
ロ
シ
ア
正
教
、
イ
ス

ラ
ー
ム
、
仏
教
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム＊

１

な
ど
の
宗
教
復
興
が
起
き
た
こ
と

は
、
改
め
て
宗
教
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
ポ

ス
ト
社
会
主
義
時
代
の
シ
ベ
リ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
復

興
の
実
態
は
多
様
な
様
相
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
民
族
の
歴

史
的
・
文
化
的
背
景
と
深
く
関
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
。
社
会
主
義
体
制
崩
壊
後
の
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
い
て
も
、
旧
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
地
域
と
同
様
に
宗
教
復
興
が
起
き
て
い
る
が
、
本
書
は
、

モ
ン
ゴ
ル
国
で
少
数
派
と
し
て
暮
ら
す
モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト

人
、
と
く
に
ア
ガ
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
を
事
例
に
、
彼
ら
に
お
け
る
宗
教

復
興
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
復
興
を
取
り
上
げ
、
宗
教
復
興
の
も
つ
新

た
な
局
面
を
見
事
に
読
み
解
い
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
八
章
で
構
成
さ
れ
る
。
序
章
で
は
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
し

て
の
離
散
の
歴
史
、
複
雑
な
帰
属
意
識
、
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
け
る
被

差
別
性
な
ど
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
の
集
団
と
し
て
の
悲
劇

性
、
ポ
ス
ト
社
会
主
義
時
代
に
お
け
る
仏
教
の
復
興
と
シ
ャ
マ
ン
急

増
の
概
観
が
述
べ
ら
れ
、
調
査
方
法
、
本
書
の
目
的
が
提
示
さ
れ

る
。
第
一
章
で
は
、
本
書
の
理
論
的
背
景
と
し
て
、
ポ
ス
ト
社
会
主

義
と
宗
教
復
興
論
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論
、
モ
ン
ゴ

ル
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
研
究
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
論
と
、
三
つ
の
観

点
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
批
判
的
検
討
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
調

査
対
象
と
な
る
ア
ガ
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
の
《
二
重
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
》
と
い
う
特
殊
性
が
指
摘
さ
れ
、
彼
ら
の
暮
ら
し
と

地
域
の
現
状
が
描
か
れ
る
。

第
二
章
か
ら
第
六
章
が
本
論
に
相
当
す
る
部
分
と
な
る
。
ま
ず
、

第
二
章
で
は
、
シ
ャ
マ
ン
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
議
論
が
俯
瞰

さ
れ
、
従
来
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
研
究
に
み
る
「
脱
魂
型
」、「
憑
依

型
」
と
い
っ
た
類
型
論
か
ら
の
理
論
的
脱
却
と
い
う
立
場
が
提
起
さ

れ
る
。
シ
ャ
マ
ン
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
超
自
然
的
存

在
と
直
接
交
流
す
る
（
と
さ
れ
る
）
人
物
」、「
自
然
環
境
や
生
業
、

政
治
・
社
会
的
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
『
不
可
知
の
存
在
』
と
人

間
と
の
あ
い
だ
に
お
け
る
象
徴
的
な
交
換
体
系
」
と
定
義
さ
れ
、
ポ
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ス
ト
社
会
主
義
期
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
シ
ャ
マ
ニ

ズ
ム
、
シ
ャ
マ
ン
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
彼
ら
が
関
与
す
る
超
自

然
的
存
在
、
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
け
る
彼
ら
の
宗
教
実
践
の
周
縁
化
と

い
う
点
か
ら
、
宗
教
活
性
化
の
諸
相
が
描
き
出
さ
れ
る
。

第
三
章
は
本
書
の
核
心
部
分
と
な
る
章
で
あ
り
、
父
系
系
譜
が
帰

属
意
識
の
核
と
な
る
ア
ガ
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
社
会
な
ら
で
は
の
シ
ャ
マ

ニ
ズ
ム
活
性
化
の
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
シ
ャ
マ
ン
の
誕
生
が

特
別
な
病
い
を
契
機
と
し
、
病
者
か
ら
シ
ャ
マ
ン
へ
の
道
を
た
ど
る

こ
と
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
ア
ガ
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
に
お
い
て
も
、

「
オ
グ
に
迫
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
災
因
論
に
も
と
づ
く
特
別
な
病

い
が
シ
ャ
マ
ン
誕
生
の
契
機
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
病
者
は
、

系
譜
上
の
祖
霊
と
な
る
「
オ
グ
」
の
同
定
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
系
譜

を
取
り
戻
し
、
シ
ャ
マ
ン
へ
の
転
換
を
果
た
す
と
と
も
に
民
族
的
帰

属
意
識
を
も
取
り
戻
す
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ガ
・
ブ
リ

ヤ
ー
ト
に
お
い
て
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
が
ル
ー
ツ
探
求
運
動
と
連
関

し
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
再
構
築
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
が
解
き
明
か
さ

れ
る
。

第
四
章
で
は
、
ル
ー
ツ
探
求
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
ル
ー
ツ
と
は

何
か
が
、
シ
ャ
マ
ン
た
ち
の
実
例
を
も
と
に
考
究
さ
れ
る
。
シ
ャ
マ

ン
と
な
る
に
い
た
っ
た
人
々
は
父
系
系
譜
知
識
に
瑕
疵
の
あ
っ
た

「
オ
グ
の
な
い
」
人
た
ち
、
つ
ま
り
、
ル
ー
ツ
の
断
絶
し
た
人
々
で

あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も
、
彼
ら
が
取
り
戻
す
ル
ー
ツ
は
、
異
出
自
の

先
祖
の
霊
的
ル
ー
ツ
化
、
霊
的
ル
ー
ツ
の
創
出
、
実
在
し
た
人
物
の

霊
的
ル
ー
ツ
化
、
新
し
い
父
系
系
譜
の
創
出
な
ど
と
、
再
想
像
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
五
章
で
は
、
ア
ガ
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
に
お
い
て
再
想
像
さ
れ
る

ル
ー
ツ
概
念
に
お
け
る
女
性
性
が
着
眼
さ
れ
、
こ
の
女
性
性
と
本
来

の
父
系
系
譜
が
も
つ
男
性
性
と
の
ず
れ
の
意
味
が
、「
ホ
イ
モ
ル
の

女
房
」
を
め
ぐ
る
信
仰
を
基
軸
に
検
証
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
ロ
シ

ア
支
配
時
代
の
植
民
地
化
、
さ
ら
に
は
社
会
主
義
時
代
の
女
性
シ
ャ

マ
ン
た
ち
が
被
っ
た
粛
正
と
い
う
悲
劇
の
記
憶
が
織
り
込
ま
れ
る
こ

と
、
そ
し
て
、
こ
の
信
仰
を
基
盤
と
す
る
彼
ら
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム

は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
多
数
派
集
団
や
、
そ
の
他
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
集

団
と
も
異
な
る
自
己
同
定
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
。

第
五
章
ま
で
の
論
証
に
お
い
て
、
ア
ガ
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
に
お
け

る
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
活
性
化
と
シ
ャ
マ
ン
増
殖
現
象
に
は
、
彼
ら
の

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
性
が
深
く
関
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と

い
え
る
。
こ
れ
を
う
け
て
第
六
章
で
は
、
シ
ャ
マ
ン
の
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
性
が
着
目
さ
れ
、「
宗
教
」
―
―
本
書
で
は
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
―
―
に
よ
る
国
境
線
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た

人
々
の
共
同
性
回
復
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
双

方
に
居
住
す
る
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
国
境
を
越
え
る
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
活
動

を
事
例
に
論
究
さ
れ
る
。
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
を
と
お
し
た
国
境
を
越
え

る
連
携
は
、「
他
者
化
さ
れ
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
や
「
失
わ
れ

た
故
郷
の
理
想
化
」
と
い
っ
た
相
互
の
他
者
化
を
生
み
出
す
こ
と
が
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明
ら
か
に
さ
れ
、
歴
史
的
に
引
き
裂
か
れ
て
き
た
人
々
の
国
境
を
越

え
た
共
同
性
再
構
築
の
底
流
に
は
「
あ
る
種
の
異
文
化
誤
解
」
が
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

終
章
は
本
書
の
結
論
と
し
て
、
ポ
ス
ト
社
会
主
義
と
い
う
混
乱
期

の
ア
ガ
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
に
お
け
る
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
活
性
化
か
ら
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
再
構
築
へ
の
展
開
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
ア
ガ
・
ブ
リ

ヤ
ー
ト
人
に
お
い
て
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
は
、「
ル
ー
ツ
の
病
い
」
へ
の

対
処
の
過
程
を
と
お
し
て
、
ル
ー
ツ
概
念
や
か
つ
て
の
制
度
化
さ
れ

た
「
民
族
」
概
念
の
読
み
換
え
、
自
己
を
犠
牲
に
し
た
女
性
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
な
象
徴
と
し
て
の
選
択
、
二
重
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
的
感
性
に

よ
る
「
複
数
の
故
郷
」
の
想
像
、
さ
ら
に
は
国
家
に
よ
ら
な
い
「
脱

集
団
化
（
脱
領
土
化
）」
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の

想
像
を
生
み
出
し
、
彼
ら
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
再
構
築
の
源
泉
と
な
っ

て
き
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

以
上
、
内
容
を
概
観
し
て
き
た
が
、
本
書
は
、
ポ
ス
ト
社
会
主
義

時
代
に
お
け
る
宗
教
動
態
に
関
す
る
秀
逸
な
民
族
誌
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
本
書
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
研
究
、
ポ
ス

ト
社
会
主
義
に
お
け
る
宗
教
動
態
研
究
に
照
ら
し
、
こ
の
研
究
の
も

つ
意
義
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
研
究
を
み
る
と
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
を
エ
ク
ス
タ

シ
ー
の
古
代
技
術
と
位
置
づ
け
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
特
徴
的
な
要
素

を
「
魂
の
旅
」
に
よ
る
エ
ク
ス
タ
シ
ー
と
し
、
精
霊
に
よ
る
「
憑

依
」
は
必
ず
し
も
厳
密
な
意
味
で
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
属
す
る
も
の

で
は
な
い
と
し
た
エ
リ
ア
ー
デ
の
理
論
（Eliade 1972

［1951

］: 
499-500

）
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
シ
ャ
マ

ニ
ズ
ム
、
シ
ャ
マ
ン
の
定
義
、
と
く
に
シ
ャ
マ
ン
の
定
義
を
「
脱

魂
、
魂
の
旅
」
型
、
あ
る
い
は
「
憑
霊
」
型
を
含
め
る
の
か
と
い
う

論
争
が
展
開
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ャ
マ
ン
の
経

験
す
る
意
識
の
分
離
状
態
を
「
脱
魂
」
あ
る
い
は
「
憑
霊
」
に
当
て

は
め
る
こ
と
は
概
念
化
と
言
語
化
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
指
摘

（Jones 1976: 2

）、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
を
実
践
す
る
四
二
文
化
の
う

ち
、
一
二
事
例
で
は
脱
魂
と
憑
霊
が
と
も
に
起
き
る
と
い
う
報
告

（Peters and Price-W
illiam

s 1980: 418

）、
シ
ャ
マ
ン
を
「
自
由

に
意
識
の
分
離
状
態
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
、
他
の
人
々
に
は
で
き

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
要
求
を
満
た
し
、
聖
と
俗
と
の
仲
介
者
と
な

る
者
」
と
す
る
定
義
（H

einze 1989: 355

）
な
ど
、
一
九
八
〇
年

代
末
に
は
こ
の
論
争
は
一
応
の
収
束
を
み
て
き
た
。
近
年
で
は
、
二

〇
一
二
年
の
ア
メ
リ
カ
人
類
学
協
会
第
一
一
一
回
年
次
大
会
に
お
い

て
「
境
界
を
防
御
・
架
橋
す
る
シ
ャ
マ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い

う
分
科
会
が
開
か
れ
た
よ
う
に
（2012 A

nnual M
eeting Program

 
Com

m
ittee 2012: 443

）、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
研
究
は
社
会
的
問
題
へ

と
関
心
の
展
開
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
第
二
章
で
提
示
さ

れ
た
シ
ャ
マ
ン
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
定
義
の
も
と
に
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ

ム
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
越
境
と
い
う
点
か
ら
論
証
を
進
め
た
本
書

は
、
現
代
化
が
進
行
し
た
今
日
も
な
お
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
が
求
め
ら
れ

る
地
域
社
会
の
現
状
を
見
事
に
読
み
解
い
た
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
研
究
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の
最
前
線
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
。

本
書
の
も
う
一
つ
の
意
義
は
宗
教
の
再
活
性
化
が
文
化
的
、
民
族

的
独
自
性
に
強
く
依
拠
す
る
こ
と
を
豊
富
で
詳
細
な
事
例
を
も
と
に

活
写
し
た
点
で
あ
る
。
旧
社
会
主
義
圏
各
地
に
お
け
る
宗
教
動
態
は

一
様
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
筆
者
が
調
査
対
象
と
し
た
サ
ハ
に
お

け
る
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
復
興
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
再
構
築
の
実
態

（
山
田 

一
九
九
八 ; 

二
〇
〇
七
）
は
、
サ
ハ
共
和
国
の
国
家
と
し
て

の
独
立
ま
で
を
も
目
論
ん
だ
サ
ハ
の
政
治
的
背
景
と
不
可
分
で
あ

り
、
島
村
も
六
四
頁
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
ア
ガ
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト

に
お
け
る
実
態
と
は
異
な
る
様
相
を
示
す
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
社
会
主

義
期
の
カ
ザ
フ
を
み
て
も
、
彼
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
は
、
再
活
性

化
の
核
心
が
カ
ザ
フ
人
特
有
の
死
者
の
霊
魂
の
概
念
を
基
盤
と
す
る

死
者
の
た
め
の
ク
ル
ア
ー
ン
朗
誦
と
い
う
死
者
儀
礼
に
あ
る
と
い
う

よ
う
に
（
藤
本 

二
〇
一
一
）、
カ
ザ
フ
文
化
に
特
徴
的
な
宗
教
性
に

あ
る
。
本
書
が
明
ら
か
に
し
た
ア
ガ
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
宗
教
再
活
性

化
に
み
る
確
固
と
し
た
独
自
性
、
言
い
換
え
れ
ば
想
像
に
よ
る
も
の

で
あ
る
に
せ
よ
ロ
ー
カ
ル
な
伝
統
の
も
つ
重
要
性
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

と
ロ
ー
カ
ル
の
問
題
の
再
考
上
、
特
筆
す
べ
き
事
例
と
な
る
も
の
で

あ
る
。

最
後
に
、
本
書
が
優
れ
た
宗
教
民
族
誌
と
し
て
成
功
し
た
背
景
の

一
つ
は
、
豊
富
な
情
報
資
料
の
収
集
に
あ
る
と
い
え
る
。
シ
ャ
マ
ン

を
対
象
と
す
る
調
査
に
お
い
て
は
、
霊
的
な
秘
匿
性
ゆ
え
に
情
報
資

料
の
収
集
が
困
難
で
、
思
う
よ
う
な
情
報
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が

多
々
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
社
会
主
義
時
代
以
前
の
シ
ャ
マ
ン

に
と
っ
て
の
「
オ
グ
」
は
何
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
興
味
が
つ
き
な

い
。
困
難
を
伴
う
調
査
対
象
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ャ
マ
ン
た
ち
の

信
頼
を
勝
ち
得
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
く
本
書
は
、
資
料

的
価
値
と
い
う
点
か
ら
も
高
く
評
価
で
き
、
地
域
研
究
の
範
に
な
る

も
の
で
あ
る
。

◉
注
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島
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、
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の
著
者
の
表
記

に
あ
わ
せ
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シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
」「
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ャ
マ
ン
」
を
用
い
る
。
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